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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

1

老
舗
な
ど
の
味
を
初
輸
出

 

台
湾
の
食
品
フ
ェ
ア
で

日露戦争で傷病兵を看護
 長 浜出身・出雲さんの足跡

安全への取り組み紹介
 近 江 鉄 道 が 広 報 誌 創 刊

地
域
支
え
る
鉄
道
の
風
景

 

写
真
コ
ン
特
賞
に
平
塚
さ
ん
ら

　

日
露
戦
争
で
医
療
活
動
に
従
事

し
た
長
浜
出
身
の
看
護
師
の
生
涯

を
紹
介
す
る
終
戦
記
念
展
が
長
浜

市
大
依
町
の
浅
井
歴
史
民
俗
資
料

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

戦
時
中
に
東
京
の
陸
軍
予
備
病

院
で
傷
病
兵
の
看
護
に
当
た
っ
た

長
浜
市
鍛
冶
屋
町
出
身
の
看
護
師

れ
時
の
田
村
駅
」
岸
田
康
希
さ
ん

（
南
郷
里
小
６
年
）
▽
県
知
事
賞

＝
「
し
ず
か
な
せ
ん
ろ
」
藤
原
望

結
さ
ん
（
南
郷
里
小
２
年
）
▽
長

浜
市
長
賞
＝
「
山
と
湖
と
田
園
」

沢
尾
拓
真
さ
ん
（
塩
津
小
５
年
）

▽
米
原
市
長
賞
＝
「
と
も
に
見
つ

め
る
先
に
夢
を
の
せ
て
」
山
本
暁

斗
さ
ん
（
高
月
小
２
年
）

　

１
月
27
日
ま
で
長
浜
、
米
原
両

駅
で
特
賞
・
入
選
作
品
を
、
両
市

内
の
Ｊ
Ｒ
全
駅
で
特
賞
作
品
を
展

示
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
な
ど
が
２
０
２
２
年
11
月
に

台
湾
で
催
し
た
「
滋
賀
の
食
材
」

フ
ェ
ア
で
、
彦
根
市
内
の
３
社

（
い
と
重
菓
舗
、
水
谷
醤
油
醸
造

場
、
木
村
水
産
）
が
商
品
輸
出
を

果
た
し
た
。

　

同
市
本
町
の
い
と
重
菓
舗
は
レ

ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
「
和
こ
ん
」
を

輸
出
し
た
。
同
店
の
創
業
は
１
８

０
９
（
文
化
６
）
年
。
糸
問
屋
だ

っ
た
糸
屋
重
兵
衛
が
、
妻
の
夢
の

お
告
げ
に
従
い
菓
子
業
を
始
め
た

と
さ
れ
る
。
藤
田
武
史
社
長
は

出
拡
大
に
向
け
、
消
費
者
の
声
に

耳
を
傾
け
た
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

「
今
回
の
初
輸
出
は
彦
根
城
の
世

界
遺
産
化
推
進
の
一
環
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
市
日
夏
町
の
水

谷
醤
油
醸
造
場
は
肉
料
理
に

よ
く
合
う
商
品
「
日
々
是
好

日
」
を
出
品
し
た
。
１
８
５

３
（
嘉
永
６
）
年
創
業
の
同

社
は
近
年
、
杉
だ
る
仕
込
み

の
天
然
醸
造
を
復
活
さ
せ
、

理
想
の
風
味
の
追
求
を
続
け

て
い
る
。
６
代
目
の
水
谷
優

太
さ
ん
は
今
回
、
台
湾
の
会

場
を
自
ら
訪
問
。
今
後
の
輸

・
出
雲
や
す
を
さ
ん
（
１
８
８
６

〜
１
９
７
０
）
の
生
涯
を
35
点
の

資
料
で
紹
介
し
た
。

　

戦
争
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

１
９
０
６
年
４
月
１
日
付
で
国
か

ら
50
円
の
下
賜
金
が
出
た
こ
と
を

示
す
「
日
露
戦
争
賜
り
金
証
書
」

や
勤
務
す
る
病
院
で
面
会
に
来
た

父
と
共
に
撮
影
し
た
写
真
が
展
示

さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
尋
常
小
２
年

の
時
に
贈
ら
れ
た
勤
勉
証
書
や
京

都
看
病
婦
学
校
卒
業
証
書
な
ど
も

並
ん
だ
。
同
資
料
館
の
冨
岡
有
美

子
学
芸
員
は
「
女
性
看
護
師
の
草

分
け
と
し
て
、
長
浜
に
も
日
露
戦

争
で
力
を
尽
く
し
た
看
護
師
が
い

た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

域
振
興
協
議
会
」
は
、
鉄
道
利
用

促
進
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
「
湖
北

の
車
窓
か
ら
」
の
入
賞
者
を
発
表

し
た
。
両
市
の
小
学
校
に
児
童
が

在
籍
す
る
家
庭
を
対
象
に
鉄
道
や

駅
に
関
す
る
風
景
写
真
を
募
集
し
、

87
点
の
応
募
作
の
中
か
ら
特
賞
６

点
、
入
選
24
点
を
選
ん
だ
。

　

特
賞
は
次
の
通
り
。
協
議
会
会

長
賞
＝
「
で
ん
し
ゃ
ま
だ
か
な
」

平
塚
陽
色
さ
ん
（
塩
津
小
３
年
）

▽
長
浜
駅
長
賞
＝
「
夏
の
空
と
電

車
」
藤
木
諒
さ
ん
（
び
わ
北
小
３

年
）
▽
米
原
駅
長
賞
＝
「
た
そ
が

「がちゃれぽ」の創刊号（左）と冬号

　

長
浜
、
米
原
両
市
と
県
で
構
成

す
る
「
鉄
道
を
活
か
し
た
湖
北
地

看 護 師 ・ 出 雲 や す を さ ん の
生 涯 を 紹 介 し た 終 戦 記 念 展

　

近
江
鉄
道
（
本
社
・
彦
根
市
）

は
季
刊
広
報
誌
「
が
ち
ゃ
れ
ぽ
」

を
創
刊
し
た
。
Ａ
４
判
を
三
つ
折

り
に
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
６
㌻
）

で
、
毎
回
５
万
部
を
発
行
。
電
車

内
や
有
人
駅
に
置
い
て
安
全
運
行

へ
の
取
り
組
み
、
沿
線
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
発
信
す
る
。

　

２
０
２
２
年
９
月
の
創
刊
号
は
、

線
路
と
道
路
の
両
方
を
走
れ
る

「
軌
陸
車
」
に
よ
る
除
草
作
業
を

紹
介
。
６
月
の
夜
間
、
線
路
に
照

明
を
当
て
、
薄
め
た
薬
剤
を
ま
く

様
子
を
写
真
入
り
で
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
１
種
踏
切
（
１
４

５
カ
所
）
で
の
警
報
器
、
遮
断
機

検
査
▽
１
カ
月
が
か
り
で
台
車
の

分
解
整
備
な
ど
を
す
る
全
般
検
査

▽
落
雷
な
ど
の
信
号
機
故
障
に
備

え
、
新
人
運
転
士
も
参
加
し
た
訓

練―
―

を
ル
ポ
し
て
い
る
。

　

12
月
に
は
冬
号
を
発
行
。
脱
線

事
故
を
防
ぐ
た
め
全
線
（
約
60
㌔
）

で
進
め
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枕
木

化
」
、
沿
線
の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

協議会会長賞を受賞した平塚陽色さんの作品

輸出拡大に意欲を見せる水谷優太さん


